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　１月８日（日）、役場において「二十歳を祝う会」が開催されました。
　式典には、今年度二十歳を迎える１０名が出席し、代表の奥塚和也さんは「大人としての自覚を持ち、
社会の一員として責任ある行動をとることを約束します」と誓いの言葉を述べていました。
　アトラクションでは、恩師のお祝いメッセージや幼稚園から中学校までの写真が上映され、時折歓
声が上がるなど、これまでを楽しく振り返っていました。

二十歳おめでとう！

　１月１３日（金）、小松正年氏が北海道産業
貢献賞を受賞されました。
　商工会会長として平成２４年より「北の龍
馬まつり」を開催したほか、コロナ禍におい
ては地元企業等への支援活動を行うなど、長
年にわたり産業経済の発展に貢献した功績が
認められ、今回受賞されたものです。
　小松氏は今後について「コロナ禍により思
うようにイベントができなかったので、今年
はイベントを開催できるよう考えたい」と話
していました。

小松正年氏、北海道産業貢献賞受賞

おくづかかず や
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町内会と行政を結ぶ新町内会長決まる

　令和５年町内会長の辞令交付式が、１月７日（土）行政センターで行われました。
　町内会長には、各町内会の諸行事の計画・実行のまとめ役として、また、行政と町内会との連絡調整役
として１年間、様々な仕事をお願いいたします。
　新しい町内会長は下記のとおりです。

令和５年　町内会長
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3

折　坂　義　一

笹　島　武　夫

位　田　　　勝

中　川　清　美

粟　野　敏　朗

小　林　晴　美

松　本　隆　浩

砂　場　　　明

黒　沼　百　代

岸　田　利　男

土　橋　直　生

大　窪　隆　文

能　登　昇　一

佐　藤　　　等

町内会 氏　　名

鶴

　沼

浦

　
　
　臼

晩
生
内

　令和５年１月１日より町内会が統合しましたので、お知らせします。
　統合にあたっては、晩生内地区の多くの方々のご尽力により、約３年間の検討の結果統合に至った
ものです。
　晩生内第２町内会に住まわれていた方の郵便番号は変更となりますので今後、郵便物を送付される
場合はご注意願います。

町内会が統合されました

新町内会 統合した町内会 統合年月日

１．晩生内第２町内会
〒０６１－０６２２

２．晩生内第３町内会
〒０６１－０６２３

晩生内第３町内会
〒０６１－０６２３

令和５年１月１日

お問い合わせ　総務課庶務係　電話：６８－２１１１



江　上　素　生

令和４年１２月６日生（晩生内第３）

保護者　江　上　智　大 さん
　　　　　　　　亜　樹 さん

一言 一生懸命、育てるね！

ご誕生おめでとうございます！ご誕生おめでとうございます！

　　　　佐　歩

え 　　がみ　　 す 　　なお

　　　　　　　　 さ　　　ほ
くん

ちゃん

　請求期限を過ぎると、第十一回特別弔慰金を受ける権利がなくなりますので、お早めに
ご請求ください。

■ 支給対象となる方
　令和２年４月１日（基準日）において、「恩給法による公務扶助料」や「戦傷病者戦没者遺族等援護法に
よる遺族年金」などを受ける方（戦没者等の妻や父母等）がいない場合に、次の順番による先順位のご遺
族お一人に支給します。

支給対象者は、戦没者等の死亡当時のご遺族で
 １．令和２年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得した方
 ２．戦没者等の子
 ３．戦没者等の①父母 ②孫 ③祖父母 ④兄弟姉妹
※戦没者等の死亡当時、生計関係があったことなどの要件を満たしているかどうかにより、順番が入
　れ替わります。
 ４．上記１から３以外の戦没者等の三親等内の親族（甥、姪　など）
※戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上の生計関係があった方に限ります。

■ 支給内容
　国債名称　第十一回特別弔慰金国庫債券　い号
　額　　面　２５万円（５年償還）

■ 請求窓口
　北海道保健福祉部福祉局地域福祉課援護係　電話：０１１ー２３１－４１１１（内線２５－６２２）
　住民課住民係　電話：６８－２１１２

広報うらうす　2023.2月号　3

戦没者等のご遺族の皆様へ

第十一回特別弔慰金の請求期限が近づいています。
　令和５年３月３１日までに、ご請求ください。



だれでも食堂のご案内

　浦臼の野菜をできるだけ使用して月に１回町民が開く、町民のための食堂です。
　新型コロナウイルス感染症対策により、予約制での開催といたしますので事前にお申し込みをお願いしま
す。マスク着用のうえ、ぜひお越しください！
日　　時：２月１８日（土）１１:３０～１３:３０
　　　　※１１:３０から３０分ごとの時間予約制です。
メニュー：ちらし寿司・お吸い物
　　　　　テイクアウトも出来ます（予約個数限定）
料　　金：大人２００円　１８歳以下無料
開催場所：ふれあいの家（中央団地敷地内）
申 込 先：電話：０９０－２８１１－８１９６
　　　　　代表　鎌田眞美

※新型コロナウイルスの感染状況等により、中止となる場合があります。

　現在、高等学校通学等支援助成金を受け取っている方へ、令和４年１０月から令和５年３月分の助成金を
交付いたしますので、下記の提出書類を令和５年３月１０日（金）までに教育委員会学務係へ提出してくだ
さい。

学年 提出書類

高校３年生の方

高校１・２年生の方

卒業証書の写し、または卒業証明書
※卒業証書を持ってきていただければ
　こちらでコピーします。

在学証明書
※３月に入ってから取得してください。
　３月より前の証明日は無効です。

○前回の申請時から通学の方法や下宿代が変更となった場合は、そのことがわかるものも合わせて持参して
　ください。
○３月１０日（金）提出分は３月中に振り込みを予定しております。
○９月に未申請の方は、下記の書類を揃えて教育委員会までお越しください。
　①在学証明書または卒業証明書
　②申請書兼請求書
　③振込先金融機関の預金通帳の写し
　④下宿者は下宿代を支払った領収書等の写し
　⑤他の制度から補助金等が支給されている場合は決定通知書の写し

お問い合わせ　教育委員会学務係　電話：６８－２１６６

高等学校通学等支援助成に係る各証明書の提出のお願い
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令和４年分の所得税および住民税の申告を、下記のとおり受け付けます。

　○受付期間　令和５年２月１６日（木）～３月１５日（水）
　　　　　　　午前９時～午後４時　※土、日、祝日を除く
　○受付会場　浦臼町役場１階　調理実習室／岩見沢税務署（所得税申告のみ）

■所得税申告が必要な方（所得税の納税が必要な方のうち、以下の条件に当てはまる方）
　・主たる所得（給与所得、公的年金所得など）以外に２０万円を超える収入のある方
　・個人で農業や商店、飲食店などの事業を行っている方
　・不動産（土地、家屋）の貸し付けまたは売買で収入を得た方　など
　※これら以外であっても確定申告が必要な場合や、申告をした方が有利な場合があります。

■町道民税申告が必要な方
　・令和５年１月１日現在、町内に在住で、令和４年中に所得のあった方。
　※令和４年中の収入がなくても、「非課税証明書」を必要とする場合には申告が必要です。
　※所得税確定申告書を提出した方は、改めて町道民税申告をする必要はありません。

■申告に必要なもの
　・収入に関する書類～源泉徴収票、報酬の支払調書　など
　・控除に関する書類～国民年金保険料控除証明書、生命保険料控除証明書、
　　　　　　　　　　　医療費控除の明細書（人ごと、医療機関ごとに集計したもの）など
　・本人確認とマイナンバーの確認ができる書類 
　　○マイナンバーカードをお持ちの方～マイナンバーカードのみ
　　○マイナンバーカードをお持ちでない方～①運転免許証、公的医療保険の被保険者証　など 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②通知カード、マイナンバーの記載がある住民票の写し　など
　・申告者名義の通帳（還付申告者のみ）
　　○マイナンバーカードをお持ちの方で、公金受取口座の登録をされている方はその口座を利用すること
　　　も可能です。
　　※書類不備等により、マイナンバー確認または本人確認ができない場合は、公金受取口座を利用するこ
　　　とはできません。公金受取口座の登録の有無については、マイナポータルから必ず確認してください。

■新型コロナウイルス感染症について
　感染拡大防止のため、浦臼町役場で申告される場合には、下記のことにご協力願います。
　○会場の混雑を避けるため、日時を決めたうえでご来場いただきます。
　　・申告の必要があるとして日時が指定された通知（２月１０日頃発送予定）を受け取った方は、指定さ
　　　れた日時にお越しください。
　　　（例年浦臼町役場以外で申告されている方には通知を送付いたしませんので、ご留意ください）
　　・指定された日時が都合の悪い場合、通知を受け取っていないが役場で確定申告を行いたい場合は住民
　　　課税務係までご連絡ください。当日体調が悪い場合は来場を控えてください。
　　・決められた日時以外に来場された場合には、待ち時間が長くなることや、後日改めてご来場いただく
　　　ことがあります。
　○ご来場の際は、必ずマスクの着用をお願いいたします。
　○感染拡大の状況により、受付場所や受付期間を変更する場合があります。
　○電子申告や郵送による申告もご検討ください。

申告のご予約・ご相談　住民課税務係　電話：６８－２１１２

所得税確定申告・町道民税申告のご案内
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令和４年　第４回浦臼町議会定例会 一般質問

親しまれる議会だよりを目指します。

路
線
バ
ス
の
利
用
者
増
と

バ
ス
停
の
除
雪
に
つ
い
て

質
　
問

Ｑ
町
長
答
弁

Ａ

総
務
課
長
答
弁

Ａ
再
質
問

Ｑ

静川議員

野崎議員

町
長
再
答
弁

Ａ

職
員
で
除
雪
す
る
が
、
懸
念
も

あ
り
、
今
後
検
討
し
た
い
。

　
浦
臼
滝
川
線
に
使
用
し
て
い

る
バ
ス
は
旧
奈
井
江
線
で
運
行

し
て
い
た
バ
ス
の
た
め
、
長
年

の
使
用
に
よ
る
老
朽
が
進
ん
で

い
る
。
更
新
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
。

　
す
で
に
19
年
が
経
過
し
、
走

行
距
離
も
12
月
９
日
現
在
で
約

88
万
キ
ロ
走
行
し
て
い
る
。

　
新
し
い
車
両
を
購
入
す
る
た

め
、
令
和
５
年
度
の
当
初
予
算

に
計
上
す
る
よ
う
進
め
て
い
る
。

概
算
で
１
，
５
０
０
万
円
程
度

で
、
過
疎
債
で
対
応
す
る
考
え
。

町
営
バ
ス
の
更
新

質
　
問

Ｑ
町
長
答
弁

Ａ



　
本
町
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
は
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ

　
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
（
株
）
か

ら
の
派
遣
と
し
て
始
ま
り
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
の
直

接
任
用
を
経
て
、
令
和
２
年
度

に
委
託
方
式
に
変
更
、
令
和
３

年
度
か
ら
は
本
町
で
起
業
さ
れ
、

業
務
委
託
と
し
て
継
続
し
て
い

る
。

　
令
和
４
年
度
は
授
業
の
ほ
か

に
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た
社

会
教
育
事
業
「
英
語
ふ
れ
あ
い

教
室
」
を
行
っ
て
い
た
だ
く
な

ど
、
小
・
中
学
校
で
は
必
要
不

可
欠
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
現
在
の
委
託
契
約

を
継
続
す
る
こ
と
を
前
提
と
す

る
が
、
本
人
の
要
望
に
よ
り
人

材
の
変
更
が
必
要
に
な
っ
た
場

合
は
、
適
切
な
派
遣
事
業
者
に
、

人
材
の
派
遣
を
依
頼
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
小
・
中
学
校
で
は
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

基
本
的
対
処
方
針
」
と
「
学
校

に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
関
す
る
衛
生
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
よ
り
、
登
下

校
時
や
体
育
の
授
業
中
な
ど
は

マ
ス
ク
を
は
ず
し
て
も
よ
い
と

指
導
を
し
て
い
る
。

　
今
後
の
感
染
状
況
に
よ
り
、

児
童
生
徒
の
心
情
等
に
配
慮
を

し
な
が
ら
、
活
動
場
所
や
活
動

場
面
に
応
じ
た
マ
ス
ク
の
着
用

に
つ
い
て
の
指
導
を
行
う
よ
う

努
め
る
。

議会だより No.181

今
後
の
公
園
整
備

質
　
問

Ｑ
　
今
年
も
遊
具
の
取
り
付
け
、

建
物
の
改
修
を
行
っ
て
い
る
が
、

あ
ま
り
変
化
が
見
ら
れ
な
い
。

周
り
の
樹
木
の
剪
定
も
考
え
て

も
ら
い
た
い
。

　
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
い
て
は
拡

張
し
て
、
も
っ
と
お
客
さ
ん
を

受
け
入
れ
て
は
ど
う
か
。
公
園

の
周
辺
に
は
蛍
が
い
る
と
い
う

こ
と
で
、
も
う
少
し
手
入
れ
を

し
て
蛍
の
住
み
や
す
い
環
境
に

す
る
な
ど
、
利
用
客
を
増
や
し

て
ほ
し
い
と
思
う
が
、
町
長
の

考
え
は
。

　
数
年
前
か
ら
蛍
が
生
息
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
が
、

詳
細
な
調
査
を
行
っ
て
い
な
い

の
で
、
来
年
の
夏
に
観
察
調
査

を
行
い
、
活
用
の
可
能
性
を
検

討
す
る
。

　
今
後
、
鶴
沼
公
園
全
体
の
整

備
方
針
に
つ
い
て
は
、
令
和
５

年
度
以
降
に
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
当
分
は
既
存
施
設

の
維
持
補
修
を
中
心
に
年
次
計

画
を
策
定
し
、
整
備
を
行
う
。

町
長
答
弁

Ａ

　
現
在
、
浦
臼
診
療
所
、
浦
臼

歯
科
診
療
所
に
お
け
る
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
保
険
証
へ
の

対
応
は
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
読

み
取
る
た
め
の
カ
ー
ド
リ
ー
ダ

ー
に
つ
い
て
は
令
和
３
年
度
に

各
診
療
所
に
１
台
ず
つ
、
社
会

保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
か
ら

無
償
で
配
布
を
受
け
て
い
る
。

　
設
定
作
業
に
つ
い
て
は
、
歯

科
診
療
所
は
11
月
に
完
了
し
、

既
に
運
用
を
開
始
し
て
い
る
。

　
町
立
診
療
所
に
つ
い
て
は
、

令
和
５
年
３
月
末
ま
で
に
設
定

が
完
了
す
る
予
定
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が

保
険
証
に

町
長
答
弁

Ａ
質
　
問

Ｑ
　
厚
生
労
働
省
は
マ
ス
ク
の
着

用
に
つ
い
て
緩
和
に
向
け
て
動

い
て
い
る
。
文
部
科
学
省
か
ら

は
給
食
の
黙
食
解
除
の
通
達
が

出
て
い
る
が
学
校
で
の
対
応
は
。

学
校
で
の
マ
ス
ク
対
応

教
育
長
答
弁

Ａ

質
　
問

Ｑ

　
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
雇
用
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ

業
者
と
の
雇
用
契
約
を
と
り
つ

つ
、
業
務
委
託
契
約
、
も
し
く

は
直
接
契
約
が
多
い
と
思
わ
れ

る
。

　
今
後
は
契
約
を
見
直
し
、
自

治
体
独
自
で
行
き
届
い
た
給
与

や
雇
用
の
体
系
を
を
確
立
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
。

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助

手
）
に
つ
い
て

教
育
長
答
弁

Ａ

質
　
問

Ｑ

東藤議員

折坂議員

小
中
学
校
に
お
け
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対

策
の
考
え
方

質
　
問

Ｑ①
今
年
度
の
学
級
閉
鎖
の
現
状

は
。
学
級
閉
鎖
や
臨
時
休
業
な

ど
を
行
う
場
合
、
学
校
設
置
者

（
浦
臼
町
）
は
そ
の
範
囲
や
条

件
に
つ
い
て
公
表
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
。

②
休
業
期
間
中
の
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
な
ど
、
積
極
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
て
い
る
か
。

③
文
部
科
学
省
は
学
校
給
食
時

も
会
話
は
可
能
で
、
人
と
の
距



離
が
確
保
で
き
れ
ば
マ
ス
ク
は

不
要
と
の
通
知
を
出
し
た
。
私

は
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
の
不

安
と
向
き
合
い
な
が
ら
徐
々
に

進
め
て
い
く
方
法
を
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

①
今
年
度
の
学
級
閉
鎖
に
つ
い

て
は
、
な
い
。
臨
時
休
業
を
行

う
範
囲
や
条
件
に
つ
い
て
の
公

表
は
し
て
い
な
い
。
文
部
科
学

省
の
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基

づ
き
、
か
つ
学
級
内
で
感
染
が

広
が
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い

場
合
に
学
級
閉
鎖
を
実
施
す
る
。

状
況
に
応
じ
て
学
校
管
理
者
と

協
議
を
行
っ
て
決
定
し
て
い
る
。

②
濃
厚
接
触
者
と
な
り
出
席
停

止
と
な
っ
た
児
童
生
徒
が
オ
ン

ラ
イ
ン
で
授
業
に
参
加
す
る
な

ど
積
極
的
に
活
用
し
て
い
る
。

③
マ
ス
ク
に
対
す
る
考
え
方
が

一
人
一
人
違
う
の
で
、
保
護
者

を
含
め
適
切
な
配
慮
を
行
い
な

が
ら
活
動
場
所
や
活
動
場
面
に

合
わ
せ
た
取
り
組
み
を
行
う
。

　
学
級
閉
鎖
の
基
準
に
つ
い
て

変
わ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
保
護
者

に
説
明
を
。
マ
ス
ク
に
つ
い
て

は
生
徒
が
自
分
の
意
志
で
外
し

て
い
い
の
か
決
め
ら
れ
る
環
境

づ
く
り
を
。

　
現
在
の
基
準
は
令
和
４
年
８

月
に
発
出
さ
れ
た
も
の
。
保
護

者
に
知
ら
せ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
基
準
を
載
せ
る
。
マ
ス
ク

に
つ
い
て
は
、
学
校
の
状
況
を

聞
い
た
中
で
進
め
て
い
く
。

議会だより No.181

教
育
長
答
弁

Ａ

教
育
長
再
答
弁

Ａ

再
質
問

Ｑ

質
　
問

Ｑ 住
民
税
均
等
割
世
帯
へ
の

支
援
に
つ
い
て

　
国
は
、
電
気
、
ガ
ス
、
食
料

品
等
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付

事
業
補
助
金
と
し
て
、
自
治
体

に
そ
の
制
度
を
示
し
、
第
６
回

町
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
可
決

さ
れ
執
行
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
非
課
税
世
帯

に
一
律
５
万
円
が
支
給
さ
れ
る
。

私
は
非
課
税
世
帯
に
加
え
、
均

等
割
課
税
世
帯
に
町
単
費
で
の

支
援
を
求
め
る
が
い
か
が
か
。

　
非
課
税
世
帯
が
約
３
０
０
世

帯
に
対
し
、
均
等
割
課
税
世
帯

は
約
60
世
帯
、
全
世
帯
数
に
対

し
て
約
８
％
と
な
っ
て
い
る
。

給
付
金
の
対
象
世
帯
を
ど
こ
ま

で
に
す
る
の
か
は
難
し
い
判
断

に
な
る
が
、
当
該
世
帯
を
含
め
、

今
回
給
付
対
象
と
な
ら
な
か
っ

質
　
問

Ｑ 町
政
懇
談
会
の
あ
り
方

①
事
前
に
内
容
に
つ
い
て
公
表

し
て
は
。

②
町
長
の
公
約
を
実
現
す
る
た

め
の
指
標
と
、
現
在
の
進
捗
状

況
を
示
し
、
計
画
中
の
事
業
に

つ
い
て
は
広
く
町
民
の
意
見
を

聞
く
場
に
。

③
町
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

な
く
て
は
、
い
く
ら
言
っ
て
も

変
わ
ら
な
い
と
懇
談
会
に
行
く

の
を
や
め
る
人
も
い
る
の
で
は
。

①
来
年
度
以
降
は
事
前
に
内
容

に
つ
い
て
明
記
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

よ
る
周
知
方
法
を
追
加
し
て
、

よ
り
多
く
の
皆
様
の
参
加
を
い

た
だ
く
よ
う
努
め
る
。

②
今
後
は
主
要
な
事
業
計
画
等

に
関
し
て
広
く
町
民
の
意
見
を

伺
う
機
会
と
す
る
。

③
住
民
ニ
ー
ズ
や
地
域
課
題
が

多
様
化
し
て
い
て
、
要
望
や
質

問
に
即
答
で
き
な
い
事
案
も
あ

る
が
、
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
、

結
果
を
広
報
等
で
報
告
す
る
。

町
長
答
弁

Ａ

質
　
問

Ｑ 持
続
可
能
な
農
業
を
維
持

す
る
た
め
に
町
の
支
援
を

①
肥
料
費
高
騰
に
対
す
る
町
の

支
援
を
。

②
町
の
地
力
増
進
施
設
で
堆
肥

を
生
産
し
、
町
民
に
還
元
し
て
。

③
持
続
可
能
な
産
地
の
維
持
や

活
性
化
の
た
め
に
、
生
産
者
や

Ｊ
Ａ
と
連
携
し
て
Ｉ
Ｔ
や
交
流

サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
の
活
用
を
。

④
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付

金
に
つ
い
て
は
、
国
の
主
食
用

米
か
ら
の
転
換
を
促
す
水
田
の

畑
地
化
の
方
針
は
変
わ
ら
な
い
。

Ｊ
Ａ
と
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、

農
家
へ
正
確
な
情
報
提
供
を
。

⑤
新
規
就
農
者
対
策
を
。

①
今
年
度
中
に
町
独
自
で
肥
料

に
対
し
て
の
助
成
を
行
う
予
定

②
コ
ン
ポ
ス
ト
生
産
設
備
に
つ

い
て
中
止
し
て
か
ら
20
年
た
ち

正
常
に
稼
働
で
き
な
い
。

③
Ｉ
Ｔ
や
特
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
参
入

の
ハ
ー
ド
ル
が
低
く
、
Ｐ
Ｒ
や

独
自
の
販
売
の
場
と
し
て
有
効

と
考
え
て
い
る
。
生
産
者
や
Ｊ

Ａ
と
の
連
携
方
法
に
つ
い
て
調

査
を
し
た
い
。

④
地
域
農
業
再
生
協
議
会
を
軸

と
し
て
関
係
機
関
と
情
報
を
共

有
し
て
い
る
。
情
報
を
整
理
し
、

判
断
材
料
と
な
る
よ
う
各
農
家

に
対
し
丁
寧
に
説
明
を
す
る
。

⑤
対
策
の
具
体
化
に
向
け
、
他

市
町
村
へ
の
視
察
や
情
報
収
集
、

ま
た
生
産
部
会
の
皆
さ
ん
と
指

導
者
の
確
保
、
支
援
制
度
受
け

入
れ
体
制
な
ど
の
整
備
に
つ
い

て
協
議
を
進
め
て
い
る
。

町
長
答
弁

Ａ

牧島議員

町
長
答
弁

Ａ



大
き
な
判
断
が
必
要
に
な
る
。

　
国
は
こ
れ
だ
け
の
状
況
に
な

っ
て
も
や
ら
な
い
。
訴
え
だ
け

で
は
な
く
町
の
実
績
と
し
て
や

る
と
い
う
こ
と
が
国
を
動
か
す

と
い
う
視
点
に
は
な
ら
な
い
か
。

　
町
が
５
万
円
を
60
戸
の
方
に

配
付
し
て
も
、
な
か
な
か
国
の

政
策
を
動
か
す
こ
と
に
は
な
ら

な
い
の
で
は
な
い
か
。
追
加
交

付
は
考
え
て
い
な
い
。

た
世
帯
に
対
し
て
は
、
す
で
に

全
町
民
を
対
象
に
配
付
し
た
商

品
券
等
に
よ
る
支
援
も
行
っ
て

い
る
。
現
状
で
は
国
の
定
め
た

支
給
要
件
を
拡
張
し
て
給
付
を

行
う
考
え
は
な
い
。

　
住
民
税
の
非
課
税
世
帯
、
推

定
さ
れ
る
年
収
は
２
７
０
万
円

未
満
で
、
月
20
万
円
の
収
入
と

な
り
、
そ
れ
で
生
活
す
る
こ
と

に
な
る
。（
表
参
照
）

　
こ
の
秋
、
６
，
０
０
０
品
目

が
値
上
げ
さ
れ
て
い
る
。

　
町
長
が
答
弁
し
た
町
の
独
自

策
「
商
品
券
等
の
支
援
」
は
非

課
税
世
帯
も
１
，
０
０
０
万
円

の
所
得
が
あ
る
世
帯
も
同
じ
よ

う
に
支
援
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

を
支
援
し
て
い
る
か
ら
い
い
と

い
う
話
で
は
な
い
。
均
等
割
の

み
世
帯
へ
の
支
援
は
い
か
が
か
。

　
均
等
割
世
帯
ま
で
出
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
本
来
、
困

っ
て
い
る
の
は
国
民
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
国
が
何

ら
か
の
手
だ
て
を
す
べ
き
と
い

う
の
が
正
直
な
私
の
考
え
で
あ

り
、
支
給
す
る
と
い
う
こ
と
は

①
新
規
作
物
導
入
（
ソ
フ
ト
）

事
業
の
種
苗
費
導
入
補
助
で
は

に
ん
に
く
に
つ
い
て
１
品
種
の

助
成
し
か
行
っ
て
い
な
い
が
、

他
品
種
の
助
成
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
扱
う
の
か
。

②
若
手
農
業
者
チ
ャ
レ
ン
ジ
応

援
補
助
金
と
一
部
支
援
内
容
が

重
複
し
て
い
る
が
、
今
後
も
並

行
し
て
事
業
継
続
す
る
の
か
。

③
新
規
就
農
者
に
対
す
る
支
援

項
目
の
追
加
措
置
は
行
わ
な
い

の
か
。

①
現
在
助
成
対
象
と
な
る
種
子

は
ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー
種
の
み
と

な
っ
て
い
る
。
に
ん
に
く
を
作

付
す
る
上
で
ウ
イ
ル
ス
を
媒
介

と
す
る
線
虫
等
の
被
害
を
抑
え

る
た
め
に
極
め
て
重
要
な
こ
と
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再
質
問

Ｑ

町
長
答
弁

Ａ
質
　
問

Ｑ 浦
臼
町
農
業
活
性
化
支
援

事
業
補
助
金
に
つ
い
て

町
長
再
答
弁

Ａ

だ
と
考
え
て
い
る
。

　
ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー
化
や
検
査

機
関
で
の
分
析
な
ど
に
よ
り
安

全
が
証
明
さ
れ
れ
ば
取
り
扱
い

も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

②
若
手
農
業
者
を
対
象
に
先
行

し
て
実
施
し
て
き
た
チ
ャ
レ
ン

ジ
応
援
事
業
だ
が
、
今
年
度
を

も
っ
て
終
了
し
、
今
後
に
つ
い

て
は
農
業
活
性
化
支
援
事
業
へ

の
統
合
を
予
定
し
て
い
る
。

③
新
規
就
農
者
に
対
す
る
支
援

項
目
の
追
加
は
、
現
在
の
農
業

活
性
化
支
援
事
業
に
項
目
を
追

加
す
る
考
え
は
な
い
が
、
新
た

に
新
規
就
農
者
を
対
象
に
独
立

し
た
制
度
を
立
ち
上
げ
支
援
を

行
う
。

　
支
援
内
容
に
つ
い
て
は
、
具

体
的
な
内
容
は
ま
だ
決
ま
っ
て

い
な
い
が
、
新
規
就
農
者
が
魅

力
を
感
じ
る
効
果
的
な
制
度
に

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
浦
臼
町
農
業
の
現
状
は
、
若

手
経
営
者
に
離
農
者
の
農
地
が

集
約
さ
れ
て
き
て
、
今
後
大
き

な
問
題
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。
個
人
経
営
に
限
界
が
生

じ
る
の
で
は
。
農
業
法
人
化
へ

向
け
て
講
習
会
の
考
え
は
。

　
後
継
者
減
少
が
現
実
の
問
題

と
な
っ
て
い
る
今
、
農
業
経
営

の
法
人
化
推
進
は
こ
の
問
題
を

解
決
す
る
有
効
な
手
法
の
一
つ

と
考
え
る
。
農
業
者
の
質
問
に

対
し
て
回
答
す
る
懇
談
会
方
式

や
農
家
個
々
に
対
応
す
る
個
別

相
談
方
式
で
の
講
習
を
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
　
問

Ｑ 農
業
法
人
替
え
の
講
習
会

の
開
催
を
求
め
る

町
長
再
々
答
弁

Ａ
再
々
質
問

Ｑ令和４年度市町村民税の課税状況（抜粋）

階層区分 推定年収 世帯数

市町村民税非課税世帯 270万円未満 292

市町村民税均等割課税世帯 360万円未満 64

市町村民税所得割48,600円未満 138

市町村民税所得割77,101円未満 61

※推定年収は目安です。

髙田議員

中川議員

町
長
答
弁

Ａ



　
国
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
休

日
の
部
活
動
の
段
階
的
な
地
域

移
行
を
図
る
と
し
た
。
道
と
し

て
の
指
標
は
ま
だ
示
さ
れ
て
い

な
い
が
、
町
と
し
て
の
方
向
性

を
保
護
者
を
含
め
た
中
で
検
討

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
部
活
動
の
現
状
と
本
町
の
年

次
ご
と
の
対
応
は
。

　
令
和
４
年
６
月
に
運
動
部
活

動
の
地
域
移
行
に
関
す
る
検
討

会
提
言
が
示
さ
れ
、
文
化
部
活

動
で
も
同
様
に
提
言
が
示
さ
れ

た
。
現
在
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
っ

て
い
て
、
休
日
に
お
け
る
地
域

ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
移
行
を
令
和

７
年
度
ま
で
の
３
年
間
を
改
革

集
中
期
間
と
し
、
道
教
委
で
は

令
和
８
年
度
か
ら
休
日
の
部
活

動
は
地
域
で
行
う
こ
と
を
目
指

す
と
し
て
い
る
。
国
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
、
道
教
委
の
推
進
計
画

は
年
度
内
に
策
定
さ
れ
、
町
も

対
応
を
考
え
て
い
く
。
早
め
に

情
報
収
集
を
行
い
学
校
や
保
護

者
と
共
有
を
図
っ
て
い
く
。　

　
現
在
、
中
学
校
で
は
卓
球
部

と
文
化
部
が
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ

団
体
と
し
て
剣
道
少
年
団
が
あ

る
。
今
後
、
近
隣
市
町
と
の
連

携
に
つ
い
て
も
協
議
す
る
こ
と

に
な
る
。
令
和
５
年
度
は
道
の

支
援
事
業
を
使
い
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
派
遣
を
受
け
、
説
明
会
を

開
催
す
る
な
ど
地
域
移
行
へ
の

準
備
を
行
う
。
考
え
ら
れ
る
内

容
は
三
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
、

①
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
に

移
行
す
る
ケ
ー
ス

②
外
部
指
導
者
が
部
活
動
を
指

導
す
る
ケ
ー
ス

③
教
員
が
兼
職
、
兼
業
と
し
て

報
酬
を
得
て
指
導
す
る
ケ
ー
ス

が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
浦
臼
町
の
子
育
て
に
対
す
る

支
援
は
、
出
産
祝
い
金
に
始
ま

り
、
18
歳
の
高
校
卒
業
ま
で
手

厚
く
支
援
を
さ
れ
て
い
て
、
移

住
定
住
拡
大
の
成
果
を
期
待
で

き
る
が
、
子
育
て
宣
言
を
し
て

は
い
か
が
か
。

　
今
後
地
域
の
つ
な
が
り
の
希

薄
化
に
焦
点
を
当
て
、
地
域
み

ん
な
で
支
え
る
子
育
て
し
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
理
念
と

し
、
子
育
て
中
の
方
や
こ
れ
か

ら
子
育
て
し
よ
う
と
す
る
方
た

ち
が
安
心
し
て
子
供
を
産
み
子

育
て
に
喜
び
を
感
じ
、
子
供
た

ち
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成

長
で
き
、
子
供
を
産
み
育
て
る

な
ら
浦
臼
町
で
と
言
わ
れ
る
よ

う
移
住
定
住
も
視
野
に
入
れ
、

総
合
的
な
支
援
に
取
り
組
ん
で

い
く
が
、
宣
言
に
つ
い
て
は
考

え
て
い
な
い
。

　
こ
の
宣
言
に
よ
っ
て
、
今
ま

で
の
施
策
の
重
み
が
評
価
さ
れ

る
と
思
う
。
国
も
「
こ
ど
も
ま

ん
な
か
」
政
策
を
推
進
す
る
と

宣
言
を
し
て
い
る
。

　
宣
言
に
つ
い
て
は
も
う
少
し

時
間
を
か
け
て
、
条
件
が
整
っ

た
と
き
に
考
え
た
い
と
思
う
。
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①
公
共
交
通
全
路
線
の
利
用
状

況
は
。

②
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
予
約

に
つ
い
て
、
当
日
予
約
に
向
け

て
改
善
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

①
10
月
か
ら
運
行
し
て
い
る
各

路
線
の
乗
車
人
数
は
、
町
営
バ

ス
浦
臼
滝
川
線
は
月
平
均
４
５

６
名
、
浦
臼
砂
川
線
は
月
平
均

質
　
問

Ｑ 本
町
の
公
共
交
通
と
乗
り

合
い
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て

町
長
答
弁

Ａ

教
育
長
答
弁

Ａ

柴田議員

町
長
再
答
弁

Ａ

質
　
問

Ｑ 中
学
生
の
部
活
動
の
地
域

移
行
に
つ
い
て

質
　
問

Ｑ 『
浦
臼
町
子
育
て
宣
言
の

町
』
を
求
め
る

再
質
問

Ｑ

６
０
８
名
。
ま
た
、
月
形
浦
臼

線
の
乗
車
人
数
は
月
平
均
約
３

６
８
名
、
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

は
月
平
均
約
１
０
７
名
の
乗
車

実
績
と
な
っ
て
い
る
。

②
（
株
）
ビ
ジ
コ
ー
浦
臼
営
業

所
と
は
何
度
も
協
議
を
重
ね
て

い
る
が
、
実
現
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
現
在
は
１
名
で
、
予
約

受
け
付
け
、
連
絡
調
整
、
送
迎

を
行
っ
て
い
る
た
め
、
当
日
予

約
へ
の
変
更
は
、
現
在
の
体
制

で
は
困
難
で
、
営
業
所
へ
の
職

員
の
追
加
配
置
が
条
件
と
聞
い

て
い
る
。
職
員
配
置
に
は
、
人

員
の
確
保
と
経
費
負
担
の
問
題

が
あ
り
、
他
の
交
通
施
策
と
の

総
合
的
な
見
直
し
が
必
要
に
な

る
た
め
、
今
後
も
協
議
を
継
続

す
る
。

町
長
答
弁

Ａ

寄
付
行
為
に
つ
い
て

　
議
会
議
員
は
、
選
挙
区
内

で
金
銭
や
品
物
を
贈
る
こ
と

は
特
定
の
場
合
を
除
い
て
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
有
権
者
が
求
め
て

も
い
け
ま
せ
ん
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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『
農
作
物
の
作
況
状
況
に
つ
い

て
』

　
水
稲
に
関
し
て
は
、
作
況
は

良
で
あ
っ
た
。
移
植
時
期
の
強

風
等
に
よ
る
植
え
傷
み
を
考
え
、

作
業
計
画
に
余
裕
が
必
要
と
考

え
る
。
収
穫
時
期
に
倒
伏
し
て

い
る
ほ
場
が
散
見
さ
れ
た
。
適

切
な
水
管
理
に
努
め
る
必
要
が

あ
る
。
本
年
の
水
稲
収
穫
要
素

の
特
徴
は
、
１
穂
籾
数
が
多
い

こ
と
。
よ
っ
て
多
収
傾
向
と
な

り
、
低
蛋
白
出
荷
率
も
高
く
な

っ
た
。
胴
割
れ
粒
や
そ
の
他
未

熟
粒
の
発
生
も
少
な
く
、
外
観

品
質
は
良
好
な
年
と
な
っ
た
。

小
麦
、
大
豆
、
そ
ば
に
つ
い
て

は
、
好
天
に
よ
り
順
調
な
生
育

と
な
り
、
単
収
で
は
３
品
と
も

に
前
年
比
で
良
好
な
結
果
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
他
野
菜
全
般

で
は
、
降
雨
の
影
響
を
受
け
て
、

病
気
の
発
生
に
よ
る
一
部
収
量

減
で
あ
っ
た
が
、
全
般
的
に
み

る
と
平
年
並
み
に
推
移
し
た
。

た
だ
醸
造
用
ぶ
ど
う
に
つ
い
て

は
、
害
虫
や
ベ
ト
病
の
感
染
が

総
務
産
業
常
任
委
員
会
報
告

　
〈
調
査
日
11
月
14
日
〉

『
町
内
実
施
事
業
等
の
進
捗
状

況
』

・
鶴
沼
公
園
遊
具
施
設
設
置
箇

所
に
つ
い
て
、
水
は
け
の
改
善

に
向
け
て
、
改
良
対
策
が
必
要
。

・
野
球
場
及
び
ト
イ
レ
の
改
修

に
つ
い
て
は
、
年
次
計
画
に
基

づ
い
た
改
修
を
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
。
ト
イ
レ
改
修
内
容
も

タ
イ
ル
、
便
座
な
ど
検
討
を
求

め
た
い
。

・
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
関
し
て
は
、

防
災
対
策
の
面
か
ら
も
年
次
計

画
に
沿
っ
て
、
遅
延
な
く
、
進

め
て
い
く
た
め
の
努
力
を
求
め

る
。

拡
大
し
、
半
減
近
く
の
収
穫
量

と
な
っ
た
。

〈
考
察
〉

・
密
播
中
苗
や
高
密
度
播
種
及

び
直
播
栽
培
に
つ
い
て
広
く
技

術
内
容
と
調
査
結
果
な
ど
、
普

及
に
向
け
て
の
情
報
提
供
が
必

要
と
考
え
る
。

・
単
価
、
売
上
げ
高
の
項
目
に

つ
い
て
も
わ
か
る
限
り
調
査
報

告
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

◎令和４年度予算の補正されたもの
会　計　名
（補正番号）

補正後の予算額
（補正額） 補正された主なもの

一 般 会 計
（第４号）

37億1242万円
（3298万8000円）

多世代交流施設等建設用地� 1716万9000円
電気・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金� 1550万円

一 般 会 計
（第５号）

37億5116万7000円
（3874万7000円）

うらうす友だちマラニック大会運営助成金� △140万円
広域保育入所委託料� 300万円
肥料高騰対策支援金� 1250万円
米穀乾燥調整貯蔵等施設修繕負担金� 1465万7000円
バスケットゴール撤去工事（小学校）� 135万円

特別会計 後期高齢者医療
（第２号）

4767万7000円�
（7万2000円）職員手当等� 7万2000円

◆
浦
臼
町
議
会
議
員
及
び
浦
臼

町
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙

運
動
の
公
費
負
担
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て
―
可
決
―

　
選
挙
費
用
の
公
費
負
担
額
に

つ
い
て
限
度
額
の
一
部
引
き

上
げ
に
伴
う
条
例
の
改
正

◆
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
施
行
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
―
可
決

―
　
職
員
の
定
年
が
段
階
的
に
65

歳
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と

に
伴
う
条
例
の
改
正

◆
浦
臼
町
議
会
議
員
の
定
数
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
―
可
決

―
◆
浦
臼
町
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
―
可
決
―

条
例
等
の
審
議
と
結
果

審
議
さ
れ
た
事
件

結
果

と

第
５
回
浦
臼
町
議
会

臨
時
会
〔
11
月
14
日
開
催
〕

◆
令
和
４
年
度　
支
浦
臼
内
川

　
護
岸
改
修
工
事

　
・
契
約
方
法　
指
名
競
争
入

　
　
札（
最
低
制
限
価
格
適
用
）

　
・
契
約
金
額　
９
，
２
４
０

　
　
万
円
（
う
ち
消
費
税
額
８

　
　
４
０
万
円
）

　
・
契
約
の
相
手
方　
北
伸
建

　
　
設
工
業
（
株
）

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

第
６
回
浦
臼
町
議
会

臨
時
会
〔
11
月
28
日
開
催
〕

◆
浦
臼
町
長
等
の
給
与
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て
―
可
決
―

　
民
間
の
給
与
水
準
に
準
拠
し

期
末
手
当
の
支
給
率
を
改
正

◆
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
―
可
決
―

　
令
和
４
年
人
事
院
勧
告
に
よ

り
給
与
月
額
・
手
当
等
を
改

正 条
例
等
の
審
議
と
結
果

◆
浦
臼
町
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
―
可
決
―

　
民
間
の
給
与
水
準
に
準
拠
し

期
末
手
当
の
支
給
率
を
改
正
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区　分

会計名

決　　算　　額
差 引 額 翌年度へ繰り

越すべき財源 実質収支額
歳　入 歳　出

一 　 般 　 会 　 計 4,183,393,225 3,874,747,761 308,645,464 53,767,000 254,878,464

特別会計
国 民 健 康 保 険 152,940,394 143,067,265 9,873,129 0 9,873,129

後期高齢者医療 46,186,665 45,716,584 470,081 0 470,081

下 水 道
事業会計

収益的収入及び支出 128,167,822 74,941,877 53,225,945

資本的収入及び支出 10,772,000 74,463,066 △ 63,691,066

（単位：円）

令和３年度各会計決算を認定しました
　１０月２４日・２５日に決算審査特別委員会を開き、令和３年度浦臼町各会計決算等について認定すべ
きものと決定しました。委員会では多くの質問がありましたのでいくつかご紹介します。

委
員
長
報
告

　
令
和
３
年
度
は
、
前
年
度
か

ら
継
続
し
て
き
た
「
ひ
ば
り
団

地
建
替
事
業
」「
デ
ジ
タ
ル
防

災
行
政
無
線
更
新
事
業
」「
ラ

ウ
ネ
ナ
イ
川
護
岸
改
修
事
業
」

な
ど
を
実
施
。
ま
た
、「
住
民

税
非
課
税
世
帯
等
給
付
金
事

業
」
や
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
事

業
」
な
ど
国
の
補
正
予
算
を
活

用
し
町
内
の
感
染
症
対
策
や
地

域
経
済
対
策
に
取
り
組
ん
だ
。

　
ま
た
、
町
財
政
の
健
全
化
判

断
比
率
に
つ
い
て
、
実
質
公
債

費
比
率
が
新
た
な
元
金
の
償
還

が
開
始
さ
れ
た
こ
と
で
プ
ラ
ス

２
．
７
％
と
な
っ
た
。
今
後
も

公
債
費
に
充
て
る
交
付
税
が
減

少
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
、
人
口
減
少
対

策
な
ど
健
全
な
財
政
運
営
を
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
各
会
計
に
お
け
る
検
討
及
び

意
見
を
付
し
、
報
告
書
を
提
出

し
、
本
会
議
で
認
定
す
る
こ
と

に
決
定
し
た
。

※下水道事業会計～資本的支出額が資本的収入額に不足する額△63,691,066円は、当年度分消費税及び地方消費税資
本的収支調整額1,643,039円、当年度分損益勘定留保資金13,879,706円、減債積立金48,168,321円で補てんした。

防
災
備
品
の
期
限
切
れ
物
品
の

有
効
活
用
に
つ
い
て
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

賞
味
期
限
が
近
く
な
っ
て
き
て

い
る
水
を
中
学
校
に
渡
し
て
、

部
活
動
で
活
用
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。�

（
総
務
課
長
）

防
災
備
品
の
活
用
に
つ
い
て

ＱＡ
今
回
の
決
算
の
不
用
額
は
数
字

が
大
き
い
と
捉
え
る
が
適
正
な

不
用
額
な
の
か
。
ま
た
適
正
な
不
用

額
と
い
う
の
は
ど
の
よ
う
に
み
て
い

る
の
か
。

過
去
に
３
月
31
日
付
け
で
専
決

処
分
を
し
て
い
た
が
、
最
近
は

専
決
処
分
を
行
っ
て
い
な
い
た
め
、

不
用
額
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

�

（
総
務
課
主
幹
）

　
現
在
の
処
理
と
し
て
は
３
月
議
会

定
例
会
の
補
正
予
算
が
最
終
補
正
と

い
う
扱
い
に
な
っ
て
い
る
。
処
理
の

仕
方
が
変
わ
り
不
用
額
が
増
え
て
い

る
と
い
う
見
え
方
に
な
っ
て
い
る
。

�

（
副
町
長
）

決
算
の
不
用
額
に
つ
い
て

ＱＡ

町
は
赤
字
補
て
ん
と
し
て
法
人

側
に
支
援
を
し
て
い
る
が
、
そ

の
内
容
は
。
ま
た
適
正
な
人
員
配
置

と
運
営
の
仕
方
が
必
要
に
な
る
と
思

う
が
、ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

町
職
員
と
し
て
認
定
こ
ど
も
園

に
職
員
を
派
遣
し
て
い
た
が
、

職
員
の
引
上
げ
に
よ
り
、
認
定
こ
ど

も
園
の
人
件
費
の
負
担
が
増
え
た
の

で
、
そ
こ
を
支
援
し
て
い
る
。
赤
字

補
て
ん
の
額
が
増
え
た
の
は
今
ま
で

は
臨
時
職
員
で
対
応
し
て
い
た
が
、

新
た
に
正
職
員
が
採
用
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
金
額
が
増
え
て
い
る
。

�

（
住
民
課
長
）

こ
ど
も
園
の
運
営
に
つ
い
て

ＱＡ
法
人
の
場
合
は
代
表
者
の
年
齢

が
50
歳
を
超
え
て
い
る
と
補
助

金
の
該
当
に
な
ら
な
い
の
か
。

法
人
の
役
員
に
50
歳
未
満
で
浦

臼
町
在
住
の
方
が
い
る
場
合
、

人
数
分
の
補
助
金
活
用
が
で
き
る
。

�

（
産
業
課
主
幹
）

若
手
農
業
者
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
事

業
の
法
人
の
取
扱
い
に
つ
い
て

ＱＡ
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委
員
長　
　
　
野
崎　
敬
恭

　
副
委
員
長　
　
折
坂　
美
鈴

　
委
員　
　
　
　
東
藤　
晃
義

　
委
員　
　
　
　
髙
田　
英
利

編
集
後
記

　
こ
れ
ま
で
に
な
い
大
雪
が
12

月
に
降
り
、
除
雪
が
大
変
だ
っ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
大
雪
の

後
に
は
雨
が
降
っ
た
り
、
地
球

温
暖
化
の
影
響
で
し
ょ
う
か
。

　
昨
年
も
い
ろ
い
ろ
な
お
祭
り

が
縮
小
や
中
止
と
な
り
、
人
々

の
ふ
れ
あ
い
も
少
な
く
な
っ
て
、

話
を
す
る
機
会
が
減
っ
た
り
、

引
き
こ
も
る
方
も
多
く
な
っ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
今
年

こ
そ
は
コ
ロ
ナ
が
収
束
す
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
浦
臼
町
の
公
共
交
通
は
、
10

月
か
ら
町
営
バ
ス
が
浦
臼
滝
川

線
、
美
自
校
観
光
バ
ス
が
浦
臼

砂
川
線
と
し
て
走
っ
て
い
ま
す
。

も
っ
と
使
い
や
す
い
交
通
機
関

に
な
る
よ
う
、
町
民
皆
さ
ま
の

思
い
を
町
に
伝
え
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。　
【
東
藤
】

本
山
町
の
訪
問
に

つ
い
て

　
友
好
町
で
あ
る
本
山
町
を
令

和
４
年
10
月
31
日
か
ら
11
月
１

日
に
訪
問
し
、
岩
本
議
長
、
沢

田
副
議
長
、
事
務
局
松
葉
副
参

事
が
同
行
さ
れ
、
本
山
町
内
の

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
山
町
で
は
地
域
住
民
が
主

体
と
な
っ
て
取
り
組
ま
れ
て
い

る
事
業
な
ど
も
多
く
、
ま
ち
に

元
気
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
交
流
会
で
は
、
各
議
員
と
活

発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

議
会
の
流
れ

◎
議
会
運
営
委
員
会

11
月
28
日

・
議
員
定
数
の
見
直
し
、
議
員

報
酬
の
改
定
に
つ
い
て

12
月
６
日

・
第
４
回
定
例
会
の
運
営

◎
全
員
協
議
会

10
月
28
日

・
浦
臼
町
の
公
葬
に
つ
い
て

11
月
14
日

・
多
世
代
交
流
施
設
に
つ
い
て

11
月
28
日

・
浦
臼
町
長
等
及
び
職
員
等
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

・
多
世
代
交
流
施
設
建
設
事
業

に
係
る
用
地
取
得
費
等
に
つ

い
て

12
月
13
日

・
第
４
回
定
例
会
に
つ
い
て

◎
議
員
懇
談
会

10
月
28
日

・
議
員
定
数
及
び
議
員
報
酬
に

つ
い
て
（
第
３
回
）

◎
議
会
広
報
特
別
委
員
会

１
月
17
日

・
議
会
だ
よ
り
第
１
８
1
号
編

集

浦臼町議会からのお知らせ
　浦臼町議会では、今年４月に控える浦臼町議会議員改選にあたり、浦臼町が、今、置か
れている状況など将来を見据えた議会のあり方を検討するため、議員全員による懇談会を
令和４年に行い、協議を重ねてきました。その結果１２月定例会において条例が改正され
ましたので、内容についてお知らせいたします。

①議員定数：平成１９年に議員定数が現在の９名に削減された後、約１６年定数を変更し
　てこなかった。その間に人口は大きく減少し、協議の結果１名を削減し８名とする。
②議員報酬：令和元年から削減をやめ本来の報酬額に戻していたが、諸事情により報酬額
　の見直しを行った。

　町民の皆さまのご理解をお願いいたします。
浦臼町議会議員一同

議員報酬額　現在　１７万７,０００円　⇒　改選後　１８万４,０００円



防災行政無線などを用いた情報伝達訓練の実施

　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、次のとおり情報伝達訓練を行います。この訓練は、全国瞬時
警報システム（Ｊアラート）（※）を用いた訓練で、浦臼町以外の地域でも様々な手段を用いて情報伝達訓
練が行われます。

　（１）訓練実施日時　　令和５年２月１5日（水）　午前１１時００分ころ
　（２）訓練で行う放送試験

（※）Ｊアラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊急情報を、
　　  国から人工衛星などを通じて瞬時にお伝えするシステムです。
　　  
　　  お問い合わせ　総務課交通防災係
　　　　　　　　　  電話：６８－２１１１

　町内に設置してある防災行政無線から、一斉に、次のように放送されます。
【放送内容】
　上りチャイム音
＋「これは、Ｊアラートのテストです。」×３
＋下りチャイム音

放送内容情報伝達手段

防災行政無線

自衛官募集

※新型コロナウイルス感染拡大等の影響により、受付期間および試験日が変更・延期される場合があります。
　お問い合わせ　自衛隊札幌地方協力本部滝川地域事務所　電話：２２－２１４０
　　　　　　　　ホームページ：https : //www.mod.go.jp/pco/sapporo
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募集種目 資格 受付期間 試験日

幹
部
候
補
生

一般
（海上・航
空自衛隊は
飛行要員を

含む）

令和６年４月１日現在
２０歳以上２８歳未満の者
一部応募資格条件あり

第１回
令和５年３月１日（水）
～４月１４日（金）ま
で

第２回
令和５年３月１日（水）
～６月１５日（木）ま
で

１次試験
○一般、歯科、薬剤科
第１回：令和５年４月２２日（土）
第２回：令和５年６月２４日（土）
○海上・航空自衛隊飛行要員
令和５年４月２２日（土）～２３日

（日）の２日間

２次試験
第１回：令和５年５月２６日（金）
～６月１日（木）のうち指定する日
第２回：令和５年８月１日（火）～
８月７日（月）のうち指定する日

３次試験（海・空飛行要員のみ）
細部は下記へお問い合わせください。

歯　　科

令和６年４月１日現在
２０歳以上３０歳未満の者
入校日までに歯科医師国家
試験に合格している者

薬 剤 科

令和６年４月１日現在
２０歳以上２８歳未満の者
入校日までに薬剤師国家試
験に合格している者



　医療と介護の両方を利用している世帯の自己負担を軽減する制度です。
　同じ世帯の被保険者が、１年間に支払った後期高齢者医療制度と介護保険の自己負担額の合計が限度額を
超えたときは、その超えた額が後期高齢者医療制度および介護保険から支給されます。なお、手続きには役
場住民課住民係への申請が必要となります。
　○後期高齢者医療制度または介護保険の自己負担額のいずれかが０円の場合は対象となりません。
　○支給額が５００円以下の場合は支給されません。

◆自己負担限度額表

※１　世帯全員が住民税非課税で区分Ⅰに該当しない方
※２　世帯全員が住民税非課税であり、世帯全員の所得が０円（公的年金収入のみの場合、そ
　　　の受給額が８０万円以下）、または老齢福祉年金を受給している方

■高額介護合算療養費について

お問い合わせ　北海道後期高齢者医療広域連合　電話：０１１－２９０－５６０１
　　　　　　　住民課住民係　電話：６８－２１１２

後期高齢者医療制度のお知らせ

　令和５年２月６日から、マイナポータルからオンラインでの転出届の提出が可能になります。この
サービスを利用する方は、転出にあたり役場窓口への来庁が原則不要となります。
　電子証明書が有効なマイナンバーカードをお持ちの方で、日本国内での引越しをする方がご利用い
ただけます。ご自身単身での引越しのほか、ご自身と同一世帯員、ご自身以外の世帯員の方の引越し
でも利用可能です。
　詳しくは、デジタル庁ホームページをご覧ください。
※マイナポータルを通じて転出届の提出をした後は、
　別途、転入先市区町村の窓口で転入届等の手続が必
　要です。
※健康保険や介護保険、医療受給者証
　や児童手当等の手続で、別途来庁が
　必要な場合があります。

お問い合わせ　住民課住民係　電話：６８－２１１２

有料広告

オンラインで転出届を提出できるようになります

　【１年分の自己負担額の計算期間：８月１日～翌年７月３１日】
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負担割合 区　　　分 自己負担額の合計の基準額

３割 現役並み所得者
【課税所得６９０万円以上】２１２万円
【課税所得３８０万円以上】１４１万円
【課税所得１４５万円以上】 　６７万円

２割 一定以上所得者
５６万円

１割
一般

住民税非課税世帯
区分Ⅱ（※１） ３１万円
区分Ⅰ（※２） １９万円
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　浦臼町では、公共下水道処理区域以外の地域において、合併処理浄化槽を設置しようとする方に設置費用
の一部を町予算の範囲内で補助金として交付する事業を行っています。下記の要件をすべて満たしている場
合に対象となります。すでに単独処理浄化槽を設置していて、合併処理浄化槽に切り替える場合も該当とな
ります。

要件
　・自らが居住、または居住しようとする住宅
　　に設置するもの
　・対象処理人員が１０人以下の規模の設置で
　　あること
　・町税等を滞納していないこと
　・住宅を賃借している場合は、所有者の承諾
　　が得られていること

補助金額
　・浄化槽本体設置工事に対して、次の金　
　　額を限度に補助を行います。
　・５人槽設置の場合　　５８５,０００円
　・７人槽設置の場合　　７０５,０００円
　・１０人槽設置の場合　９４５,０００円

　設置を希望される方は、令和５年４月７日（金）までに住民課生活係にお申し込みください。
　また、申込期日以降に設置が決まった場合につきましても随時ご連絡願います。

お申し込み・お問い合わせ　住民課生活係　電話：６８－２１１２

合併処理浄化槽設置費用の補助

住民基本台帳の閲覧状況

　住民基本台帳の閲覧状況について、下記のとおりお知らせいたします。
　住民基本台帳法第１１条第３項および第１１条の２第１２項の規程に基づき、住民基本台帳の一部の写し
の閲覧状況を公表しています。

対象期間：令和４年１月１日～令和４年１２月３１日

　国または地方公共団体の機関からの請求による閲覧（住民基本台帳法第１１条）および個人または法人の
申出による閲覧（住民基本台帳法第１１条の２）について今回該当はありませんでした。

住民課住民係　電話：６８－２１１２

有料広告
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　浦臼町立診療所での２月の日程は、以下のとおりです。
・今回使用するワクチンは、オミクロン株対応の２価ワクチン（ファイザー）です。
（なお、オミクロン株対応ワクチンは、現時点ではひとり１回の接種とされています）
・対象となる方の多くが接種を終了しているため、２月をもって町内での接種を終了する可能性があります
　ので、「接種対象者」に該当する方で接種を希望される方は、お早めに予約をお願いします。

①電　話：６９－２１００　平日８時３０分～１７時１５分
②ＦＡＸ：６８－２２８９
③メール：vaccine5@town.urausu.lg.jp
※予約時は、次の内容を記載してください。 
　氏名（フリガナ）／生年月日／連絡のつく電話番号／接種
　希望日時（第１～２希望まで）
※予約状況により必ずしも希望日時にならないこともありま
　すので、ＦＡＸやメールで予約された方には、折り返し日
　時確定の連絡をさせていただきます。

お問い合わせ　福祉課保健指導係（保健センター）
　　　　　　　電話：６９－２１００ 

○接種対象者
　初回（１・２回目）接種を完了し、前回の接種から３か月を経過した１２歳以上の方
※６０歳以上の方で、案内されていた接種日をキャンセルされた方が再度接種を希望される場合は、予約が
　必要です。

１．日時 ２．予約方法

○土・日曜日および祝日に接種を希望される方
　３月２５日（土）までの土曜日・隔週日曜日・祝日に、北海道ワクチン接種センター（札幌市厚別区「ホ
テルエミシア札幌」）で接種が行われています。「接種対象者」に該当し、３～５回目の接種券をお持ちの
１２歳以上の方が対象です。
・電話予約：０５０－３８５１－０１８１（１０時～１８時※土・日・祝日含む）
・Webでの予約も受付しています。詳細は北海道のホームページまたは町のホームページをご覧ください。

令和４年度認知症健診（ゆうゆう健診）のお知らせ

　令和２、３年度は新型コロナウイルス感染症感染拡大予防のため、東京女子医科大学大塚邦明教授医師
団の来町がかなわず、中止としていました。今年度も、全国的な流行状況を鑑み、大塚教授と協議の結果、
医師団は来町しないこととなりましたが、町職員による検査を行い、その検査結果を大塚教授に判断いた
だき、後日、検査を受けられた方に総合結果報告書として、郵送することとなりました。
　検査の対象者は、以前実施したゆうゆう健診ののち教授の指示により介護予防事業に参加されている方
が主となります。対象となる方には、個別にお知らせいたします。
　検査内容は、問診、ToCA-MCI（パソコンによる認知症検査）、時間推定検査です。
　なお、既に、認知症と診断されている方は、健診の対象になりませんので、ご理解いただきますようお
願いいたします。

お問い合わせ　福祉課保健指導係・介護福祉係（保健センター）　電話：６９－２１００

新型コロナウイルスオミクロン株対応ワクチン接種のご案内

1

２／１６
（木）

２／２８
（火）

１０：００

１０：３０

１１：００

2

接
種
日

受
付
時
間

１５：００

１５：３０

１６：００

※接種については、右のＱＲコード
　（町公式ホームページ）からも確
　認できます。



　下記の医療機関で特定健診を受診することができます。受診料は無料ですので、通院時などの機会に、お
気軽にご利用ください。 
（１）対象者：国民健康保険加入者で、今年度４０～７４歳になる方
　　　今年度、既に保健センターの集団健診やＪＡの人間ドックで受診している方は利用できません。
（２）健診内容：身体計測（身長，体重，腹囲）、問診、血液検査、尿検査、心電図・血圧測定、診察、必
　　　要な方のみ眼底検査
（３）受診可能な医療機関

（４）受診期間：令和５年３月３１日まで
（５）受診の流れ

①保健センター（６９－２１００）に申込みをし、受診券を受け取る
　※受診券は郵送も可能です
②医療機関に予約をする
③予約した日時に受診をする（受診券、保険証を必ずご持参ください）

福祉灯油に関するお知らせ

　町では高齢者等の冬の生活支援として、灯油券の申請受付をしております。該当になると思われる方には
１１月に個別通知をしております。申請受付は２月１５日（水）までとなりますので忘れずに申請してくだ
さい。
　また、福祉灯油券の使用期限は２月２８日（火）までです。期日を過ぎてしまいますと使用できなくなり
ますのでご注意ください。　

お問い合わせ　福祉課介護福祉係（保健センター）　電話：６８－２２８８

かかりつけの医療機関で『個別特定健診』が受けられます。

お申し込み・お問い合わせ　福祉課保健指導係（保健センター）　電話：６９－２１００

医療機関名 電話番号

砂　川　市
細谷医院 ５２－３０５７

村山内科医院 ５４－０８８８
砂川慈恵会病院 ５４－２３００

滝　川　市

滝川市立病院 ２２－４３１１
滝川中央病院 ２２－４３４４

武田医院 ２３－２０３９
鈴木内科クリニック ２３－２７５３

神部クリニック ２２－２０２１
若葉台病院 ７５－２２６６
男澤医院 ２３－３１８３

久保会医院 ２２－３３６３
文屋内科消化器科医院 ２３－５１９５

石田クリニック ２４－２１２５
おおい内科循環器クリニック ２３－８８８０

脳神経よしだクリニック ２６－２６００
新十津川町 花月クリニック ７４－２０２１
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　糖尿病は、何らかの原因により、血糖値の上昇を抑える機能が働かなくなってしまう病気です。初めのう
ちは自覚症状がないため放っておきがちですが、気がつくと病気が進行し、やがて腎症や神経障害、網膜症
などの合併症を引き起こすことがあります。糖尿病は、食生活による影響がとても大きく、特に糖質を多く
含む食事を摂り続けると糖尿病になるリスクが高まります。

血糖値の上昇や糖質の摂り過ぎを抑えるための食事のポイントをご紹介します！

主食の食べ過ぎに気をつけましょう。
▷ご飯やパン、めん類、いもやかぼちゃには糖質が多く含まれています。１回の食事でご飯は茶碗１杯に。
めん類にご飯、カップ麺におにぎり、菓子パンと調理パンの組み合わせは×です。いもやかぼちゃのおか
ずの時はご飯を一口減らすと良いですね！また、濃い味のおかずはご飯が進むので、薄味が良いです。

野菜のおかずから食べましょう。
▷野菜から先に食べることで、ご飯の食べ過ぎや血糖値の上昇を緩やかにすることができます。まずは和え
物やサラダの他、加熱した野菜をたっぷり摂りましょう。

ゆっくりよく噛んで食べましょう。
▷早食いすると血糖値が急上昇します。歯ごたえのあるもの、食物繊維が多いもの（キノコ類、海藻、こん
にゃく、ごぼうなど）の他、食材は少し大きめに切る、食べることに手間のかかる骨付きのもの、殻付き
のものを取り入れるのも、ゆっくり食べる工夫になります。

酢やオリーブオイルを利用しましょう。
▷これらは糖質の吸収を抑える効果があります。酢の物、サラダにオリーブオイル、冷や奴にオリーブオイル。
簡単ですね！

果物は朝食べましょう。
▷果物の糖質は吸収が早いので消費されやすい朝がオススメです。１日にりんごは半分、ミカンは３個、バ
ナナは１本が目安です。食べ過ぎ注意です。

コーヒーや紅茶の砂糖は控えめにしましょう。
▷スティックタイプやストローで飲むコーヒーは微糖または無糖のものにしましょう。炭酸飲料や缶コーヒ
ー、スポーツドリンクも糖質がたくさん含まれるので、飲み過ぎないように。

～あったかシャキシャキ鍋～
　熱いためゆっくりよく噛んで食べることができるので、オススメです。
①　大根、人参はピーラーで薄くスライス。ごぼうはささがきにして水にさらす。油揚げは熱湯で茹で
　　て油抜きし、大きめの短冊に切る。白滝は食べやすい長さに切る。シイタケは石づきを取り手で裂く。
　　もやし、食べやすい大きさに切ったにら、砂出ししたアサリも用意する。
②　鶏団子を作る　水切りした豆腐と鶏挽肉、ネギのみじん切り、粗みじん切りのキクラゲ、味噌、片
　　栗粉を粘りが出るまでよく混ぜ、大きめの一口大に丸める。
③　①②を生姜入りの昆布だし汁で煮る。最後に大根おろしをたっぷり加える。
④　ポン酢を作る　醤油１００ｃｃ、酢５０ｃｃ、みりん３０ｃｃを火にかけ鍋
　　の周りがふつふつしてきたら、火から外し冷ます。好みの柑橘類の絞り汁を
　　５０～１００ｃｃお好みで加える。
　　　鍋の煮汁で割ったポン酢で食べてください。

糖尿病を予防しよう！～栄養士考案レシピ～糖尿病を予防しよう！～栄養士考案レシピ～

♫糖質オフのレシピです！ぜひ作ってみてください♫
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短
　
歌

浦
臼
短
歌
会
　　

男 792人（－2人）　女　　859人（－1人）
計 1,651人（－3人）世帯数　798戸（－2戸）

（　）内は前月との比　■12月末現在

自動車運転免許更新時講習会

今
月
の

は

で
す
。
２
月
14
日（
火
）ま
で
に
申
し
込
み
を
さ
れ

た
方
の
戸
別（
訪
問
）収
集
日
で
す
。

※

３
月
の
収
集
日
は
３
月
21
日（
火
）で
す
。

　
申
込
締
切
日
は
３
月
14
日（
火
）で
す
。

粗
大
ご
み
収
集
日

２
月
21
日（
火
）

最終処分場放流水水質検査結果（12月分）

項目

採取日

水素イオン
濃度 浮遊物質量 生物化学的

酸素要求量
化学的

酸素要求量 全窒素

〔ｐＨ〕 〔ＳＳ〕 〔ＢＯＤ〕 〔ＣＯＤ-Ｍｎ〕 〔Ｔ－Ｎ〕

7.9 2.8 3.91 0.5未満

基 準 値 ５.８～８.６ １０以下 ２０以下 ９０以下 １２０以下

そ
の
他
の
出
動

救
助
出
動

11
月
分

累
　計

救
急
出
動

火
災
出
動

区　分

期　間

0
（1）

0
（0）

0
（0）

5
（46）

6
（23）

5
（14）

1
（2）

75
（381）

警

　
　
戒

0
（0）

8
（20）

1月１日
↓

12月31日

12月１日
↓

12月31日

浦臼町内の出動状況（　）内は奈井江・浦臼支署全出動状況

12月7日（水）

お知らせします！

はい！こちら１１９番

　優良運転手のみが受講できる講習会で、ご自
宅に「運転免許証更新連絡書」が届きますので、
滝川警察署砂川警察庁舎等で更新の手続き（申
請等）を済ませ、「優良講習」対象者に該当する
かどうか確認の上、受講してください。
　更新手続きは、誕生日の前後合わせて２ヶ月
間の間に行ってください。

と　き　２月１６日（木）・午後６時から
ところ　奈井江町文化ホール（ＪＲ奈井江駅前）

社会福祉事業へ
浦臼町商工会　　　　　　　　　２万円
（古紙回収事業収益金から）
故人の生前のお礼として
八重樫　昌　志さん　　　　　　鶴沼第１
（故　八重樫　桂　二さん）　　５万円
加　藤　正　義さん　　　　　　鶴沼第１
（故　加　藤　アイ子さん）　　３万円
田　中　　　武さん　　　　　　浦臼第６
（故　田　中　節　子さん）　　５万円
小　林　永　子さん　　　　　　浦臼第３
（故　小　林　　　博さん）　　３万円
向　井　一　成さん　　　　　　浦臼第８
（故　向　井　タ　ミさん）　　３万円

ご厚志ありがとうございます
社会福祉協議会へ

　　　　　　　　　　　　　　　12月14日八重樫　桂　二さん　　55歳　　　　　　　　　　　　　　　鶴沼第１
　　　　　　　　　　　　　　　12月15日小　林　　　博さん　　78歳　　　　　　　　　　　　　　　浦臼第３
　　　　　　　　　　　　　　　12月17日加　藤　アイ子さん　　90歳　　　　　　　　　　　　　　　鶴沼第１
　　　　　　　　　　　　　　　12月19日田　中　節　子さん　 101歳　　　　　　　　　　　　　　　浦臼第６
　　　　　　　　　　　　　　　12月28日向　井　タ　ミさん　 101歳　　　　　　　　　　　　　　　浦臼第８
　　　　　　　　　　　　　　　１月１日岸　　　泰　夫さん　　89歳　　　　　　　　　　　　　　　浦臼第４

おくやみ申し上げます

お誕生おめでとうございます

「
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江　上　素　生くん　　智　大さん　12月６日
　　　　佐　歩ちゃん　亜　樹さん　晩生内第３



　１月７日（土）、無火災・無災害を祈念して「消防出初式」が実施され、厳正な雰囲気の中、分列行進や観
閲等が行われました。
　丹羽団長はあいさつで「災害に対する備えや訓練の充実を図り、住民の安心・安全のために、一層精進し
て参ります」と話していました。
　また、表彰式では、前浦臼消防団長渡邊一彦氏に名誉消防団員の称号が授与されたほか、これまで消防団
活動に携わってきた団員に勤続表彰や功績賞等が授与されました。

無火災・無災害を祈念！

　全道の保育園から中学校までの美術作品を対象とした「第４８回北海道教育美術展」の審査があり、
本町からは中学２年の内藤心春さん、１年の米田瑞空さんが奨励賞を受賞し、２年の吉村奏音さんが入
選しました。
　水彩画で浦臼神社を描いた内藤さんは「背景など丁寧に描きました。絵を描くことが好きなので、受
賞できて嬉しいです」と話していました。

中学生３名、北海道教育美術展入賞！

ないとう こ はる　　　　　　　　　　　　よね た み そら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よしむらかな と

『校庭の樹』

吉村　奏音さん

『石造りのお店』

米田　瑞空さん

『浦臼神社』

内藤　心春さん
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